
全自動マイクロプラスチック分析装置の
開発と社会実装

海洋プラスチック汚染の実態を把握できれば、汚染削減の取り組み効果を評価できます。海洋プラスチック、
特に微小なマイクロプラスチックの分布を正確に把握するには、大変な時間と労力が必要です。そこで、
マイクロプラスチックの分析をより迅速・簡易に行うために、コーヒーの自動抽出装置を改造し、くみ上
げた海水をろ過して紙フィルタ上に集まった粒子を特殊なカメラで撮影し、ハイパースペクトルイメージ
ングと AI を用いて自動的にプラスチック粒子を認識・素材判別を行うシステムを開発しました。

プラスチック汚染低減に向けた新素材も開発中︕

AIによる粒子認識

AI（サポートベクターマシン）によるポリマー同定

ハイパースペクトルのパターン
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ろ過印字プリンター

紙フィルター

船舶の海水蛇口から海水を取
水し、システムに海水を供給
する。100μm以上のマイクロ
プラスチックを含む粒子を一
定時間濃縮し、淡水で洗浄し
て脱塩する。

１

各粒子のサイズとポリマー
の種類を出力

７

セマンティックセグメンテーションに
よる粒子認識、スペクトル抽出、サポ
ートベクターマシンによる各粒子のポ
リマータイプ識別

６

解析

植物を原料としたリサイク
ル可能で海でも生分解する

「透明な板紙」

フィルター巻き上げに
よるサンプル保存

５

ハイパースペクトルカメラ
による画像とそれに関連す
る短波長赤外二次元スペク
トル（900nm ～ 2500nm
）の取得

4

100μm以上の粒子を含む水は、
コーヒー自動抽出装置のろ過機
構を使用して、孔径約100μmの
ロール状の紙フィルターでろ過
される。

２ ハロゲン熱源による
紙フィルターからの
水分除去

３

▶ 物質地球科学研究部門　環境物質研究プログラム

海洋汚染物質の評価と予測に資する研究開発と
環境低負荷素材の研究開発を進めます

＜プレスリリース＞
透明な紙コップ︕︖ 海にやさしい透明な板紙を
開発―深海プラスチック汚染の要因である包装
容器の代替に期待―

＜記事＞
「木」や「カニの殻」由来の代替素材で、海洋プラス
チック問題に挑む︕――「海洋生分解性素材」開
発奮闘記


